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ピロリン酸銅めっき光沢剤

ＫＡＰＹ－３Ｍ
Pyrophosphate ｰＣｕPlating Brightener：ＫＡＰＹ－３Ｍ

“ＫＡＰＹ－３Ｍ”は、ピロリン酸銅めっき浴の光沢剤で、非常に広範囲の電流密度において

均一な光沢と良好なレベリング作用を有し、均一電着性及びつきまわりが極めて優れていますので、

青化銅めっきの代替としてだけでなく、硫酸度めっきの下付け、プラスティック素材のボタン・ホ

ックなど小物のガラ（回転）めっき等にも卓越した効果を発揮します。

又、“ＫＡＰＹ－３Ｍ”は消耗量が非常に少なく、且つ、長時間にわたり性能を持続しますので、

ランニングコストが低廉で、光沢剤の維持ー管理が容易です。

◇“ＫＡＰＹ－３Ｍ”の適用範囲

引掛（ラッキング）めっき、回転（ガラ）めっきのいずれにも適用できます。

※金属素地上の硫酸銅､ニッケル下付けめっき、プラスティック上のめっき････等。

◇ 使用方法

（１）液組成

濃 度 範 囲（標準）

ピロリン酸銅 ５０～１００(８５)ｇ／L

金属銅（Ｃｕ） １７～３５ (３０)ｇ／L

ピロリン酸カリウム ２７０～４００(３２０)ｇ／L

Ｐ比（P2O7／Cu） ６．５～９．３(７．０)

ｐＨ ８．６～９．４(９．０)

ＫＡＰＹ－３Ｍ ２～４(３) mL／L

※アンモニア水 ～５(～３) mL／L

（２）作業条件：引掛めっきの場合

標 準 条 件 使 用 範 囲

浴 温 ５５～5７℃ ５０～６０℃

陰極電流密度 ２～４A／dm2 ０．１～６A／dm2

陽極電流密度 ２A／dm2 １～３A／dm2

撹 拌 空 気 撹 拌

ろ 過 濾布のみの間歇ろ過、又は連続ろ過．

アノード（陽極） 無酸素銅板、又は電気銅．

“ＫＡＰＹ－３Ｍ”の

補給方法

作業時間に合わせて補給します(2～3 回／日)。

通常、０．６～１mL／L(めっき液 1L 当たり)／８ｈ

（注）“ＫＡＰＹ－３Ｍ”を回転めっきに使用の場合は、弊社営業所までご相談下さい。

≪皮膜物性≫硬度：200～230Hv←150～200Hv（無光沢）。応力：－1.9Kg／mm2（圧縮側）。

KAPY-3M浴：Ｐ比とつきまわり
（Cu=21.8g/L)
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